
     

 

  

話  題 

 
ʷ ～高齢者にやさしいまちへ～ 中学生もお年寄りを見守ります！ - 

中学生が「認知症サポーター養成講座」を受講します！ 
 

話題の内容 

■概 要 

中学生も地域の一員として高齢者を支えることができるように、 

困ったり迷ったりしている高齢者を見かけた際には勇気を出して声を掛ける等、

手助けの方法を学び、認知症サポーターの任命を受けます。 
 
講師：北九州市保健福祉局認知症支援・介護予防課 認知症地域支援推進員、地域の方  
ʬ講座内容ʭ 

１ 大蔵のまちの様子（人口・高齢化率）と地域の取り組みについて 
・お出かけ交通３ルート、まちづくり協議会健康部会の講座、朝のラジオ体操、

スピナの移動販売、市場の企画による子ども山笠、川清掃 
・大蔵校区の取り組み（模擬訓練等について） 

2 行方不明が起きていることや認知症についてなぜ中学生に知ってほしいか？ 
・北九州市での行方不明発生状況 
・寸劇 道に迷った高齢者と親切な大蔵中２年生 
・声かけのポイント確認、実際にお隣同士でやってみよう！ 

３ 認知症ってどういうこと？ 
・「迷う」以外の生活の困りごと 
・認知症になっても人生は続く・・・希望を持った生き方 

４ 地域の方とディスカッションー今日学んだ感想、感想を受けて子どもたちに
伝えたいこと（大人２名と中学生のグループ） 

 
■日 時 

令和６年６月２８日（金）１３：３０～１５：２０ 
 
■場 所 大蔵中学校 体育館 
 
■参加者 大蔵中学校２年生（２７名）   

学校の概要 
■ 生徒数 １０９名 
■ 学級数 ５学級 

問い合せ先 

■ 学 校 名 北九州市立 大蔵中学校 
■ 所 在 地 八幡東区大蔵一丁目４番１号 
■ 校  ⾧ 田丸 陛子  （教頭）永田 裕一郎 
■ 電話番号 ０９３ʷ６５１ʷ６３７８ 

備  考 
＜認知症サポーターとは＞ 

認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人やその家族に対して

できる範囲で手助けする。 

※ 日程等が変更となる場合があります。取材の際は、事前に学校にご連絡ください。 

 

令和６年６月２１日 

学校の話題提供（教育委員会） 


